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日
本
共
産
党
は
２
月
２
日
、

統
一
地
方
選
政
策
ア
ピ
ー
ル

「
大
軍
拡
ス
ト
ッ
プ　
平
和
で

も
、
暮
ら
し
で
も
、
希
望
が
も

て
る
政
治
を
」
を
発
表
し
ま
し

た
。
今
度
の
統
一
地
方
選
は
、

（
１
）
医
療
と
福
祉
を
よ
く
す

る
自
治
体
の
役
割
を
発
揮
さ
せ

ま
す

（
２
）
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重

し
、
子
育
て
支
援
を
住
民
の
願

い
に
応
え
抜
本
的
に
強
化
し
ま

す（
３
）
大
型
開
発
か
ら
防
災
・

住
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
に

—
—

大
型
開
発
・
新
規
事
業
優

先
か
ら
、
防
災
・
老
朽
化
対
策

重
点
に
転
換
し
ま
す

（
４
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
す

す
め
る
政
治
に

（
５
）
危
険
な
老
朽
原
発
を
使

い
続
け
、
原
発
の
新
増
設
を
地

方
に
押
し
つ
け
る
岸
田
政
権
の

「
原
発
回
帰
」に
反
対
し
、
原
発

ゼ
ロ
の
日
本
を
め
ざ
し
ま
す

（
６
）
気
候
危
機
打
開
へ
、
省

エ
ネ
と
再
エ
ネ
の
推
進
を
︱
地

域
か
ら
の
取
り
組
み
を
す
す
め

ま
す

（
７
）
地
域
経
済
の
主
役
、
中

小
企
業
、
農
林
漁
業
を
支
援
・

振
興
し
ま
す

　
（
８
）
地
域
か
ら
平
和
の
声

を—
—

敵
基
地
攻
撃
ミ
サ
イ
ル

の
配
備
で
ふ
る
さ
と
を
戦
場
に

す
る
岸
田
政
権
の
大
軍
拡
に
断

固
反
対
し
ま
す

（
９
）
統
一
協
会
と
地
方
議
員

・
首
長
の
癒
着
を
断
ち
切
り
、

被
害
者
を
救
済
し
ま
す

（
１０
）
住
民
の
声
が
と
ど
く
行

政
・
議
会
の
改
革

（
１
）
住
民
の
声
で
政
治
を
動

か
し
住
民
の
願
い
を
実
現
し
ま

す（
２
）
国
の
悪
政
か
ら
住
民
を

守
る
防
波
堤
と
な
り
ま
す

（
３
）
議
会
の
民
主
的
運
営
と

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮

し
ま
す

（
裏
面　
荒
川
左
岸
線
の
延
伸

事
業
に
つ
い
て
）

戦
争
か
平
和
か
、
が
問
わ
れ
る

大
事
な
選
挙
で
す
。
岸
田
政
権

の
大
軍
拡
を
許
さ
ず
、
憲
法
、

平
和
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
、
鴻
巣
市
か
ら
岸
田
自
公
政

権
に
審
判
く
だ
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

統
一
地
方
選
政
策
ア
ピ
ー
ル
を
発

表
す
る
志
位
和
夫
委
員
長
（
左
）

と
田
村
智
子
政
策
委
員
長
＝
２

日
、
国
会
内
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て
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統
一
地
方
選 

政
策
ア
ピ
ー
ル

日
本
共
産
党
の
１０
の
政
策

地
方
議
員
と
し
て
の
役
割
を

し
っ
か
り
発
揮
す
る
為
に



　
線
路
の
南
側
は
、
東
側
に
比

べ
、
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
地
域
の
方

か
ら
は
、
荒
川
左
岸
線
は
じ
め

道
路
を
良
く
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
荒
川
左
岸
線
は
、
１
９
５
５

年
に
松
原
４
丁
目
か
ら
箕
田
ま

で
の
間
５
２
８
０
ｍ
を
都
市
計

画
道
路
と
し
て
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
間
緑
町
か
ら
原
馬
室

の
２
６
３
６
ｍ
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
道
路
幅
１８
メ
ー

ト
ル
、
延
長
６
２
０
ｍ
で
、
県

道
さ
い
た
ま
鴻
巣
線
に
接
読
す

る
計
画
で
す
。
２
０
２
２
年
９

月
２１
日
（
水
）・
２５
日
（
日
）

今
後
の
事
業
概
要
、
測
量
内
容

に
つ
い
て
説
明
会
が
あ
た
ご
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た

　
こ
の
エ
リ
ア
は
、
地
権
者
７０

名
も
含
め
多
く
の
方
が
影
響
を

受
け
る
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　
説
明
会
に
参
加
し
た
方
か

ら
、「
代
替
地
は
自
分
で
探
し

て
く
だ
さ
い
と
説
明
さ
れ
た
が

心
配
」「
自
分
の
と
こ
ろ
は
全

部
は
か
か
ら
な
い
が
、
ど
こ
ま

で
の
補
償
が
あ
る
の
か
？
」

等
、
竹
田
え
つ
子
に
心
配
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
大
事
な

財
産
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
人

生
設
計
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
思
い
ま
す
。
ご
心
配
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
声
か
け

く
だ
さ
い
。
ご
一
緒
に
考
え
解

決
の
道
を
探
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
推
進
で
き

る
事
業
で
あ
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
竹
田
え
つ
子

は
市
に
要
望
し
ま
し
た
。

荒川左岸線今後の延伸事業予定地。原馬室・松原１・２丁目地内

荒
川
左
岸
線
延
伸
事
業
は
、

地
権
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を

荒川左岸線の荒川左岸線の
　　　　延伸事業は…


